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２学期７８日が終わりました。運動会をはじめ、 

目白押しだった多くの行事・学習を通して子供たち 

の成長が見られた学期となりました。先生たちも、 

いろいろな場面の子供の様子や表情、声がよみがえ 

ってくることでしょう。先生方の指導・支援に感謝 

いたします。 

終業式での代表児童の発表にもあったように、子供も一人一人振り返って高まった自分を感じている

と思います。子供たちが輝く 3 学期になるように、そして次の学年へつなげるように、私たち職員も頑

張っていきたいですね。 

2 学期も大変お世話になりました。 

「ベスト尽くしてハットトリック」 

昨年度も書いたが、今年度も 

人間ドックに向けて耐えた。前 

回から５キロ増量（リバウンド） 

していたため、結構節制した。 

昼食と夕食の量を減らし、禁酒 

すること約５０日。７キロ減で臨んだ。 

「いわゆるメタボですね。」チ―――ン。今年もこの

言葉から解放されることはなかった。しかも、血圧・

血糖値・脂肪肝でハットトリックを決めたようで、保

健指導が入ることに…。ひどい数値ではなく若干のオ

ーバーだったようだが、３つそろうのがいけなかった

ようだ。トホホ…。ただ、禁酒が効いたのか、脂肪肝

をはじめとした肝機能の数値は改善されていた。 

その日の夜、ストレスから解き放たれたかのように

飲む。やっぱりうまい!!止まらない!!また１年後頑張

ろうって、ちがうか…。 

 学校評価をもとにした、２学期の反省から、３学期の志向を行っていきま 

した。職員会議でも話した通り、部会からは「２分前着席、１分前黙想」と 

「黙動・速動」を提案させていただきました。どちらも山鹿小の独自性があ 

る素晴らしい取組です。「スクールプライド」の一つと考えてよいと思いま 

す。この点は子供たちにも十分に伝えながら、３学期の取組をお願いします。（他にも「あいさつ」等が

入ってくるかもしれませんが…）統合も見据えて、４月から三岳・平小城出身の子供たちもきちんと取り

組めるように、現山鹿小の質を高めておきたいものです。 
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 職員玄関前に門松が立ちました。用 

務員の竹熊先生がつくってくださった 

ものです。松竹梅がバッチリそろった 

傑作です。早いものでもう一年が終わ 

ります。 

巷では年の瀬の動きが活発になってきました。山鹿小

では最後のどんどやの打ち合わせが進んでいます。 

先生方の家でも大掃除に精をだされていることでし

ょう。寒い日が続き、コロナの心配が尽きませんが、先

生方どうぞよいお年をお迎えください。 

 

 

 ２学期の通知表執筆がなかったのは、かなりの負担軽

減でした。冬休み中に、３学期の業務に取り掛かってい

る先生方を見かけます。「１月は行く、２月は逃げる、

三月は去る」とよく言うように、あっという間に過ぎて

いきます。早め早めに仕事を進め、余裕をもって過ごし

たいですね 



 

 


